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・UPP       ：DM010の数値範囲 上限
・LOW       ：     〃         下限
・MEM       ：１スキャン前の数値
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  - 前回スキャンと今回スキャン時のDM10の内容を比較.
  - 違っていて,設定範囲内ならサブルーチンコールしDM400とMEM に代入.
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00007 10 << Linear Function (y=x/5-19) (x MOD 5≠0⇒y=0)
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